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ふるさと納税（寄附）の手続きについて
① 寄附のお申込み
（ホームページやハガキなどから）

② 支払用書類等の送付

③ 支払手続

④ 領収証明書の送付

⑤ 確定申告

⑥ 税の軽減
・翌年度の住民税の軽減

・所得税の還付など

銀行等

福井県
・
美浜町

税務署

　A. 寄附額 35,000円　

　B. 税の軽減額 ▲30,000円　

内訳
　所得税 ▲3,000円　

　個人住民税 ▲27,000円　

　C. 負担額（Aー B） 5,000円　

「ふるさと納税」制度がスタートしました！
 「ふるさと納税」とは、福井県や美浜町に寄附をすると、住民税などが軽減される制度です。

　※この寄附金は、町または県の領収証明書で確定申告をして
　　いただけます。

※お問い合わせ先
 福井県庁 〈福井県福井市大手３丁目17-1〉
 ○総務部 男女参画･県民活動課
　　☎0776-20-0286／FAX 0776-20-0632
 ○総務部 税務課　　　　　　 
　　☎0776-20-0257／FAX 0776-20-0629

● 美浜町に直接寄附する場合

①「ふるさと福井応援サイト」からの電子申請
②「ふるさと福井応援サイト」から寄附申出書様式をダウ
　　ンロード
③ 下記「お問い合わせ先」のいずれかへお電話をいただ
　 き様式を郵送・FAX
④ 下記「お問い合わせ先」のいずれかの窓口でお手続き

～税の軽減額の計算方式～
○ 所得税軽減額
【年間寄附額－５千円】×所得税率

○ 個人住民税軽減額
【年間寄附額－５千円】×（100％－所得税率）

※詳しくは、町のホームページをご覧いただくか、
　町税務課までお問い合わせください。

 東京都在住で美浜町出身のＡさんの場合
（夫婦･子ども２人、年収約700万円、個人住民税30万円）

※Ａさんの場合…所得税率は10％
　自己負担額は5,000円(寄附額から税の軽減額を
　差し引いた分)

※毎年6月頃に市区町村から送付されてくる
　個人住民税納税通知書の税額のおおむね　
　1割が控除される限度となります。
　(税の軽減額には上限があります)

　”美浜が大好き”
　　”美浜を応援したい”
　　　皆様のサポートを
　　　　お待ちしています！

● 福井県を通じて寄附する場合

①美浜町ホームページから寄附申出書様式をダウンロード
②下記「お問い合わせ先」のいずれかへお電話をいただき
　様式を郵送・FAX
③ 役場で直接お手続き
　※直接町に現金の持込み。または、現金書留で郵送でも
　　寄附いただけます。

※お問い合わせ先
 美浜町役場 〈福井県三方郡美浜町郷市25－25）
 ○総務課（担当・竹本）       　
　　☎0770-32-6700／FAX 0770-32-1115
 ○企画政策課（担当・山本）　 
　　☎0770-32-6701／FAX 0770-32-1115 
 ○税務課（担当・鳥井）       　
　　☎0770-32-6702／FAX 0770-32-1115
 ●ホームページ  http://www.town.mihama.fukui.jp/

確定申告が必要です。※町への申告により個人住民税のみ軽減を受ける手続きもあります。
　寄附の領収証明書は大切にとっておきましょう！
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町
で
は
国
際
感
覚
豊
か
な
人
材
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
電
源
地
域
振

興
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
海
外
研
修
事

業
の
参
加
者
に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま

す
。

　

本
年
度
は
、「
都
市
住
民
と
の
交
流
に

よ
り
、
地
域
を
活
性
化
（
再
生
）
さ
せ

た
事
例
及
び
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
学
ぶ
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
研
修
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

●
研
修
時
期  

8
月(

8
日
間)

　

7
月
に
事
前
研
修(

2
日
間)

、
10
月

に
事
後
研
修(

1
日
間)

が
東
京
で
行

わ
れ
ま
す
。

●
研 

修 

地　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

●
募
集
人
員　

1
人

●
参
加
資
格

・
町
内
在
住
で
平
成
20
年
9
月
30
日
現

　

在
20
歳
以
上
50
歳
以
下
の
方

・
申
込
時
に
お
い
て
、
町
税
等
に
滞
納

　

が
な
い
方

・
町
が
示
す
条
件
を
守
る
こ
と
が
で
き

　

る
方

海
外
研
修
参
加
者

募　

集

募　

集

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
企
画
政
策
課
（
担
当
・
伊
達
）

☎
32
‐
６
７
０
１

・
過
去
に
町
が
実
施
し
た
海
外
研
修
事

　

業
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
方

・
事
前
研
修
、
事
後
研
修
に
参
加
で
き

　

る
方

・
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
で
か
つ
ネ
ッ

　

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方

　

以
上
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

●
参
加
負
担
金

　

10
万
円(

旅
券
申
請
費
用
は
除
く)

事
前
研
修
・
事
後
研
修
に
別
途
参
加
費

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
応
募
方
法

　

所
定
の
申
込
書
と
参
加
理
由
、
研
修

目
的
、
研
修
成
果
の
活
か
し
方
な
ど
を

４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
2
枚
に
記
入
し

て
町
企
画
政
策
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

●
選
考
方
法

　

提
出
資
料
を
も
と
に
面
接
を
行
い
選

考
し
ま
す
。
面
接
の
結
果
に
よ
っ
て
は

該
当
者
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
申
込
締
切　

6
月
13
日(

金)

レ
イ
ク
の
丘

レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方
病
院
便
り

内
臓
脂
肪
測
定
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
4
月
か
ら
特
定
健
康
診

断
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
40

歳
〜
74
歳
の
人
を
対
象
に
高
血
圧
な

ど
生
活
習
慣
病
の
原
因
と
な
る
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム(
内
臓
脂

肪
症
候
群)

の
該
当
者
、
お
よ
び
、

そ
の
危
険
性
の
あ
る
人
を
見
つ
け
出

し
、
生
活
習
慣
病
を
予
防
・
改
善
す

る
た
め
の
保
健
指
導
が
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方
病
院 

☎
45
‐ 

１
１
３
１

※

6
月
の
整
形
外
科
の
診
療
は
、

 

4
日(

水)

・
5
日(

木)

・
9
日(

月)
 

11
日(

水)

・
12
日(

木)

・
13
日(

金)
 

18
日(

水)

・
19
日(

木)

・
23
日(

月)
 

25
日(

水)

・
26
日(

木)

・
27
日(

金)

に
行
い
ま
す
。

▼
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

診
断
基
準

●
必
須
条
件

　

ウ
エ
ス
ト
周
囲
径
が
男
性
85
㎝
以

上
、
女
性
90
㎝
以
上
。(

内
臓
脂
肪

面
積
が
男
女
と
も
１
０
０
²㎝
以
上

に
相
当)

●
次
の
3
項
目
中
2
項
目
に
該
当

①
血
圧
が
収
縮
期
１
３
０
㎜
Hg
以　

　

上
、
か
つ
ま
た
は
拡
張
期
85
㎜
Hg

　

以
上
。

②
空
腹
時
血
糖
値
が
１
１
０
mg
／
ｄ L

　
以
上
。

③
中
性
脂
肪(

T
G)

値
が
１
５
０
mg

　
／
ｄ L
以
上
、
か
つ
ま
た
は
H
D
L

　

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
40 

mg
／
ｄ L

　

以
下
。

　

当
病
院
で
は
C
T
撮
影
装
置
に
よ

る
体
脂
肪
測
定
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

検
査
時
間
は
5
分
間
程
度(

実
際
の

撮
影
時
間
は
5
秒
間)

で
す
。
お
へ

そ
レ
ベ
ル
の
断
面
像
か
ら
腹
腔
内
の

内
臓
脂
肪
面
積(

V)

、
腹
部
皮
下
脂

肪
面
積(

S)

を
算
出
し
て
、
内
臓
脂

肪
型
肥
満
か
皮
下
脂
肪
型
肥
満
か
の

判
定
を
行
い
ま
す
。

　

ウ
エ
ス
ト
周
囲
径
と
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
関
係
に
つ
い
て

は
い
ま
だ
に
論
議
の
あ
る
と
こ
ろ
で

す
。
C
T
検
査
に
よ
る
内
臓
脂
肪
面

積
測
定
が
一
番
確
実
な
方
法
で
す
。

生
活
習
慣
病
の
予
防
に
C
T
検
査
を

さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方
病
院

診
療
放
射
線
科　

診
療
放
射
線
技
師
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
久
保
道
廣
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No テーマ 時　期 日数 負担金(円) 場　所

1 プランニング能力開発講座 H20.12 ２ 13,000円 東京都

2 プレゼンテーション能力開発講座 H20.6 ２ 13,000円 東京都

3 ファシリテータ－能力開発講座 H20.12 ２ 13,000円 東京都

4 問題解決能力向上講座 H20.11 ２ 13,000円 東京都

5 市民との協働による循環型社会への挑戦 H20.8 ２ 10,000円 東京都

6 高齢化社会における地域づくりを学ぶ H20.10 ２ 10,000円 東京都

7 少子化社会における地域づくりを学ぶ H20.8 ２ 10,000円 東京都

8 地域コミュニティの維持と再生の方策を学ぶ H20.11 ２ 10,000円 東京都

9 行政とＮＰＯ、コミュニティビジネスとの協働を学ぶ H20.7 ２ 10,000円 東京都

10
安心安全な地域づくりを学ぶ
～減災まちづくりを学ぶ～ H20.7 2 10,000円 東京都

11 都市農村交流におけるこれからの農村のあり方を学ぶ H20.10 3 15,000円
先進地
（未定）

12
農業再生の方策を学ぶ
～所得向上と担い手対策～ H20.12 ２ 10,000円 東京都

13 都市との交流による漁村の所得向上策を学ぶ H20.9 ２ 15,000円
先進地
（未定）

14 中心企業振興による地域再生の方策を学ぶ H20.9 ２ 10,000円 東京都

15 中心市街地の活性化による地域再生を学ぶ H20.9 2 10,000円 東京都

16
地域資源を活用した観光振興を学ぶ

～団塊世代を集客するには～
H20.11 3 15,000円

先進地
（未定）

17 持続可能な自治体運営を学ぶ H20.6 ２ 10,000円 東京都

【平成20年度国内研修一覧（予定）】

●
募
集
人
員　

5
人(

合
計
人
数)

●
助
成
内
容　

　

国
内
研
修
一
覧
表
の
負
担
金
額
の

1
／
2
及
び
旅
費
の
3
／
4
を
助
成
し

ま
す
。

●
参
加
資
格

・
町
内
在
住
の
方

・
申
込
時
に
お
い
て
、
町
税
等
に
滞
納

　

が
な
い
方

・
町
が
示
す
条
件
を
守
る
こ
と
が
で
き

　

る
方

・
過
去
3
年
間
に
町
が
実
施
し
た
国
内

　

研
修
事
業
に
参
加
し
て
い
な
い
方

・
美
浜
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に

　

関
わ
る
意
思
の
あ
る
方

　

以
上
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

●
申
込
方
法

　

希
望
す
る
研
修
№
・
研
修
テ
ー
マ
、

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
町
企
画
政

策
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
人
数
に
限
り
が
あ
り
、
申
込
み
を
さ

れ
て
も
参
加
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
●
申
込
締
切　

6
月
13
日(

金)

国
内
研
修
参
加
者

　

町
で
は
、
人
材
育
成
の
一
環
と
し
て

電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
主
催
の
国
内

研
修
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
次
の
研
修

の
参
加
者
に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
企
画
政
策
課(

担
当
・
伊
達)

☎
32
‐
６
７
０
１

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
介
護
講
習

受
講
者
募
集

　

こ
の
講
習
会
は
、
基
本
的
な
介
護
事

業
に
従
事
す
る
者
の
基
本
研
修
課
程
と

し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
基
本
視
点
の
理

解
・
業
務
内
容
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に

関
す
る
具
体
的
技
術
に
つ
い
て
研
修
し
、

介
護
分
野
へ
の
就
職
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
目
的
と
し
ま
す
。

○
実
施
日

　
　

7
月
1
日(

火)

〜
8
月
29
日(

金)

　
　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

○
会　

場　

敦
賀
市
粟
野
公
民
館

　
　
　
　
　
（
敦
賀
市
御
名
53-

19
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
22
‐
０
９
０
２

○
定　

員　

20
名

○
受
講
料　

無
料

　　

全
講
座
修
了
者
に
は
、
介
護
員
養
成

講
習
2
級
課
程
修
了
証
明
書
を
交
付
し

ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

(

社)

福
井
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

　
　
　

☎
０
７
７
６
‐
29
‐
１
１
９
５

美
浜
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
32
‐
５
１
４
４
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4
月
17
日
に
弥
美
小
学
校
の
4
年

生
児
童
に
よ
る
稚
鮎
の
放
流
が
耳
川

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

   

参
加
し
た
20
人
の
児
童
は
、
そ
れ

ぞ
れ
バ
ケ
ツ
に
入
っ
た
稚
鮎
を
放
流

し
、「
元
気
に
育
っ
て
帰
っ
て
き
て

ね
」
と
声
を
か
け
、
泳
い
で
い
く
稚
鮎

を
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

5
月
5
日
の
子
ど
も
の
日
に
、
早
瀬

区
で
山
王
祭
礼
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
吉
神
社
境
内
で
は
、
太
鼓
や
浦
安

の
舞
が
奉
納
さ
れ
、
神
社
前
の
曳
山
の

舞
台
で
は
、
子
ど
も
歌
舞
伎
が
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
曳
山
が
区
内
を
巡
行
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
場
所
で
、
太
鼓
や
歌
舞
伎
が

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

弥美小学校　稚鮎の放流

弥美神社例大祭

早瀬 山王祭礼

5
月
1
日
に
、
地
区
の

安
泰
と
五
穀
豊
穣
を
祈
願

す
る
弥
美
神
社
例
大
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

夕
刻
、「
上
げ
ー
上
げ
ー
」

と
い
う
掛
け
声
と
共
に
、

激
し
い
も
み
合
い
を
繰
り

広
げ
る
大
御
幣
が
神
殿
に

納
め
ら
れ
る
と
、
赤
い
装

束
に
天
狗
の
よ
う
な
面
と

鳳
凰
の
冠
を
着
け
た
舞
い

手
が
現
れ
、
多
く
の
観
客

が
見
守
る
中
、
笛
や
太
鼓

に
合
わ
せ
な
が
ら
優
雅
に

舞
う｢

王
の
舞
」
が
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
奉
納
さ
れ
た

獅
子
舞
で
は
、
獅
子
が
警

護
役
を
振
り
払
っ
て
大
暴

れ
し
、
祭
り
の
最
後
を
盛

り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
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5
月
16
日
に
、
町
人
権
尊
重
啓
発
協

議
会
主
催
の
町
民
人
権
講
座
が
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
「
は
あ
と
ぴ
あ
」
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
第
1
回
目
の
講
座
で
は
、
プ

ロ
車
イ
ス
ダ
ン
サ
ー
の
奈な

さ

せ

い

じ

佐
誠
司
さ
ん

を
招
い
て
「
ダ
ン
ス
で
心
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
を
！
」
と
題
し
た
ト
ー
ク
＆
ダ
ン

ス
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

誠
司
さ
ん
は
、
18
歳
の
時
に
バ
イ
ク

事
故
に
遭
い
、
車
イ
ス
生
活
と
な
っ
て

体
験
し
て
き
た
こ
と
を
話
し
、
障
が
い

に
ぶ
つ
か
っ
た
と
し
て
も
、
絶
対
に
あ

き
ら
め
て
は
い
け
な
い
と
講
演
さ
れ
ま

し
た
。

講
座
で
は
、
ト
ー
ク
の
ほ
か
に
参
加

者
を
交
え
て
車
イ
ス
ダ
ン
ス
を
踊
り
、

車
イ
ス
ダ
ン
ス
の
楽
し
さ
を
伝
え
て
い

ま
し
た
。

人
権
講
座
は
、
今
後
も
10
月
ま
で
毎

月
1
回
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

平成20年度  町民人権講座

織田神社例祭

「ラ・しじみ」がオープン

5
月
2
日
に
、
久
々
子
の
水
神
公
園
で

「
ラ
・
し
じ
み
」
の
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。「ラ

・
し
じ
み
」
は
、
平
成
19
年
度
に
福

井
県
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
協
議

会
の
認
証
を
受
け
、
久
々
子
湖
特
産
の
「
し

じ
み
」の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
す
と
共
に
、

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
初
日
は
、
来
場
者
全
員
に
、
つ

き
た
て
の
「
お
餅
」
と
「
し
じ
み
う
ど
ん
」

が
ふ
る
ま
わ

れ
、
小
さ
な
お

子
さ
ん
か
ら

お
年
寄
り
ま

で
、
地
元
の
し

じ
み
を
堪
能

し
て
い
ま
し

た
。

▼「ラ・しじみ」地場産物直販所
●「ラ・しじみ」の名称の由来って？

ラ・・・ラムサール条約に登録された久々子湖湖畔で
し・・・自然の豊かな恵みと
じ・・・地場産物を
み・・・皆様に届けたい

▲「しじみ」や「魚の干物」がいっぱい！

5
月
11
日
に
佐
田
の
織
田
神
社
で
例

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
4
時
ご
ろ
に
佐
田
区
の
若
者
た

ち
が
担
ぐ
神
輿
が
神
社
に
納
め
ら
れ
た

後
、
王
の
舞
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
太
田
区
に
よ
る
獅
子
舞
が
奉

納
さ
れ
、
山
上
区
の
裃
姿
の
3
人
に
よ

る
「
そ
っ
そ
神
事
」
が
祭
り
の
最
後
を
飾

り
ま
し
た
。
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6月の休館日 2日(月)・9日(月)・15日(日)・16日(月)・23日(月)・30日（月）

図書館では、今年度新たに『読書ノート』と『えほんにっき』を作りました。

■『読書ノート』ってなあに？
　『読書ノート』には「小学校低学年用」「小学校中学年用」

「小学校高学年用」「大人用」があります。読んだ本につい

て、日付とタイトルや作者名、簡単な感想の記録を残してみま

せんか？

　タイトルを書く欄の左端には枠があり、○や△などの感想を

表すしるしを書く欄としてご利用いただけます。

あなたの読書活動をより深いものにする

『読書ノート』始めませんか？

■『えほんにっき』ってなあに？
　ちいさなお子さんと、一緒に絵本を楽しむ。

　だっこをしたり、ねころがったり。

　お母さんやお父さんのぬくもりを感じながら、連れて行ってもらうおはなし

の世界は、子どもたちにとって、とても魅力的な場所です。

　そんなすてきな時間の、あしあとを残してみませんか？

絵本を読んだ日の日付と、タイトル、作者名、その時のお子さんの様子を、ほ

んの一言、書き記してみてはいかがでしょうか。１年後には、お子さんとの思

い出の詰まった、特別な１冊ができあがります。

☆詳しくは、窓口でお問い合わせください。ご参加お待ちしています♪

▲(左)小学校低学年用・(右)大人用


